
　

猛
暑
の
二
ヶ
月
ほ
ど
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
朝
晩
涼
し
く
過
ご
せ
る
毎
日
と
な
り
ま
し

た
。
と
は
言
っ
て
も
天
候
不
順
で
雨
量
が
多
く
、
庭
の
雑
草
も
あ
っ
と
い
う
間
に
伸
び
て

草
刈
り
の
仕
事
も
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

文
藝
春
秋
の
九
月
号
を
読
ん
で
い
る
と
、
昨
日
ま
で
、
ご
く
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た

こ
と
が
今
日
は
で
き
な
い
。
と
、
あ
る
作
家
が
書
い
て
い
ま
し
た
。

当
た
り
前
に
過
ご
し
て
い
る
日
々
が
「
あ
る
時
」
か
ら
・
・
・
そ
の
突
然
の
こ
と
に
驚
き

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
気
が
動
転
し
、
今
後
の
生
活
の
全
て
を
先
回
り
し
て
心
配
・
・
・
。

時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
受
け
い
れ
る
し
か
な
い
と
多
く
の
人
々
が
新
た
な

自
分
と
向
き
合
っ
て
人
生
の
軌
道
修
正
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
載
さ
れ
て
い
た
芥
川
賞
受
賞
作
を
読
ん
で
、
表
現
の
多
様
化
と
異
次
元
世

界
に
感
じ
る
よ
う
な
内
容
に
少
々
戸
惑
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
こ
と
に
年
齢
の
せ
い
な
の

か
と
感
じ
た
り
、
古
本
の
整
理
を
し
な
が
ら
作
家
の
日
常
を
切
り
と
っ
た
文
章
の
中
に

ホ
ッ
と
す
る
時
間
が
も
て
た
り
、
知
ら
な
い
世
界
を
知
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

八
月
は
展
覧
会
も
多
く
、
ノ
イ
エ
ス
で
展
覧
会
開
催
中
で
も
県
内
の
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
数
ヵ
所
ま
わ
り
、
多
く
の
近
作
に
出
合
い
、
ま
た
多
く
の
作
家
と
話
す
機
会

も
あ
り
ま
し
た
。
表
現
者
が
何
を
考
え
、
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
・
・
・
。

ま
た
、
ノ
イ
エ
ス
で
の
グ
ル
ー
プ
展
の
批
評
会
な
ど
で
作
品
に
つ
い
て
の
感
想
や
批
評
を

聞
き
な
が
ら
百
人
百
様
と
、
実
に
面
白
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
月
、
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
た
か
さ
き
で
「
ク
リ
ム
ト　

エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
と
ウ
ィ
ー
ン
黄

金
時
代
」
を
見
て
き
ま
し
た
。
十
九
世
紀
末
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
を
代
表
す

る
二
人
の
画
家
の
没
後
百
年
に
あ
わ
せ
て
昨
年
製
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
す
。
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
や
マ
ー
ラ
ー
、
フ
ロ
イ
ト
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
な
ど
同
時
代
に
生
き

た
人
々
の
影
響
を
受
け
華
麗
に
花
開
い
た
黄
金
時
代
の
映
像
に
心
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
黄
金
時
代
の
光
と
影
の
時
代
背
景
と
と
も
に
現
代
の
激
し
い
社
会
の
動
き
の

中
で
生
き
る
こ
と
の
意
味
（
存
在
）
を
再
度
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
説
や
映
画
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

朝
夕
の
涼
し
さ
に
は
、
本
を
手
に
と
っ
て
読
む
こ
と
も
、
映
画
館
に
行
っ
て
体
験
出
来
な

い
世
界
で
遊
ん
で
み
る
の
も
軌
道
修
正
に
は
も
っ
て
こ
い
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
品
や
衣
類
な
ど
を
少
し
処
分
す
る
こ
と
も
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、

軌
道
修
正
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

秋
を
迎
え
る
に
心
機
一
転
、
体
調
を
整
え
て
新
し
い
自
分
探
し
を
し
て
み
よ
う
か
・
・
・

と
考
え
、
ぼ
ち
ぼ
ち
実
行
し
始
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

展
覧
会
の
ご
案
内

会
期　
　

只
今
、
開
催
中　
　

九
月
十
五
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

飯
出
袈
裟
市　

暮
ら
し
の
挽
物
工
芸
展�

〈
企
画
〉

会
期　
　

十
月
五
日
（
土
）
～
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

掛
川
孝
夫
展　

３
．
１１　

繋
ぐ
記
憶����

〈
企
画
〉

会
期　
　

九
月
二
十
一
日
（
土
）
～
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

第
５
回　
　

松
尾
昭
典
作
陶
展�

〈
企
画
〉

　

知
人
に
実
山
椒
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
は
大

変
！
う
れ
し
い
よ
う
な
手
間
が
か
か
る
仕
事
が
一
つ
増
え
た
と
も

思
い
ま
し
た
が
、
一
日
、
二
日
は
水
に
漬
け
、
三
日
目
に
よ
う
や

く
沸
騰
し
た
鍋
に
投
入
、
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
水
に
浸
し
、
何
度

も
水
を
変
え
、
あ
く
抜
き
を
し
て
、
醤
油
、
酒
、
み
り
ん
、
蜂
蜜
で

佃
煮
に
じ
っ
く
り
仕
上
げ
ま
し
た
。

ジ
ャ
コ
を
買
っ
て
き
て
、
佃
煮
に
し
た
実
山
椒
の
水
分
を
と
っ
て

合
わ
せ
、
や
っ
と
小
さ
な
瓶
に
三
つ
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

少
々
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
佃
煮
で
す
が
、
ピ
リ
ッ
と
し
て
食
が
す

す
み
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
リ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
す
が
、
キ
サ
ン
ト
キ
シ
ン
と
い
う
痙
攣
毒
、
麻
痺
成

分
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
過
剰
摂
取
は
要
注
意
で
す
。

―
木
目
の
美
―

　

ス
ズ
メ
ダ
イ
、
ミ
ナ
ミ
ハ
コ
フ
グ
、
ヤ

マ
メ
、
イ
ワ
ナ
な
ど
の
リ
ア
ル
な
魚
た

ち
。
ま
た
箸
置
き
を
は
じ
め
デ
ザ
イ
ン

豊
富
な
ご
飯
茶
碗
な
ど
の
日
常
雑
貨
を

た
く
さ
ん
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

お
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
食
卓
の
食

器
を
変
え
て
秋
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

十
月
二
十
日
（
日
）
ま
で
足
利
市
立
美
術
館
で
「
浅
川
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
世
界
―
創
造
へ
と
も
な
う
眼
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
の
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
「
画
廊
の
系
譜　

浅

川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
１
９
６
０
～
８
０
年
代
日
本
の
美
術
」
を
経

て
、
足
利
市
立
美
術
館
に
浅
川
邦
夫
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
と
図
録
に

あ
り
ま
し
た
。

仕
事
の
関
係
で
出
会
っ
た
作
家
も
数
人
、
ま
た
以
前
、
展
覧
会
を
実

施
し
た
作
家
の
作
品
も
何
点
か
あ
り
懐
か
し
く
鑑
賞
し
ま
し
た
。

お
時
間
が
あ
る
方
は
、
足
利
の
街
を
楽
し
み
な
が
ら
是
非
お
出
か
け

下
さ
い
。

　
足
利
市
立
美
術
館

　
　
　
　

栃
木
県
足
利
市
通
二
丁
目
十
四
の
七

　
　
　
　

電
話　

０
２
８
４
・
４
３
・
３
１
３
１

開
館
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
入
館
は
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
九
月
十
六
日
、
二
十
三
日
、
十
月
十
四
日

　
　
　
　

を
除
く
）
九
月
十
七
日
（
火
）、
九
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　

十
月
十
五
日
（
火
）

入
館
料　
　

一
般
七
〇
〇
円　
　

高
校
・
大
学
生
五
〇
〇
円　

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
お
電
話
に
て
お
問
合
せ
下
さ
い
。


